
 　  デラウェア 
ブドウ科ブドウ属（学名：Vitis spp.）

アメリカ原産の自然交雑種でオハイオ
州デラウェアで命名されたことが語
源。日本には1872年（明治5年）頃
に伝わる。ブドウの中ではおなじみ
の品種で濃い赤紫色の果皮と小粒
の実が特徴。強い甘みと程よい酸
味が調和してさっぱりした味わい。
植物ホルモンのジベレリンで種無し
処理をしている。ブルームという白っ

ぽい粉が果皮にまんべんなく付いている
ものは鮮度が良い証拠。（写真提供：佐藤利春）
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宜しくお願い致します。ありがとうございました。

　前塩釜税務署長の佐藤でございます。
　在任中は、斎藤会長をはじめ、公益社団法人塩釜法人会の役員及び会員の皆様方には、税務行政に対
しまして深い御理解と格別な御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　１年という短い間でしたが、皆様が活発な会活動を展開されている姿を拝見し、いろいろな話をお伺いして感じたことは公
益社団法人塩釜法人会とその構成員である皆様は、地域社会にとって無くてはならない存在であるということです。
　そのような考えから、私は、地域の税務署長として、会活動の充実や会員増強に少しでもお役に立ちたいという思いで１年
過ごしてまいりました。
　私の思い出として、在任中に何度か講演の講師を務めさせていただきました。
　会員増強を目的として６月に開催した特別セミナーでは予想を上回る多数の方々に御参加いただき、多くの質問を寄せてい
ただいたほか、アンケートでは講演時間が足りなかったという声も頂戴したことが嬉しい思い出の一つです。
　短い在任期間で、どれだけ皆様のニーズにお応えすることができていたか疑問ではありますが、これからも税務署が身近な
存在と感じていただけるよう新任地においても法人会のお役に立てるような活動に努めてまいります。
　皆様には、今後も地域社会のけん引役として、また、税務のよき理解者として、積極的な社会貢献活動をはじめ、企業経営
の健全化や税知識の普及などの法人会活動を通じて、税務行政の運営に変わらぬ御支援・御協力を賜りますようお願い申し上
げます。
　国税当局としましては、今後もDX化（デジタルトランスフォーメーション）の取組として、e-Taxやキャッシュレス納付の
利用拡大や、事業者のデジタル化促進を進めてまいります。社会全体のデジタル化が進む中、事業者のデジタル化は経済取引
の効率化や正確性の向上などにつながる取組であり、税務行政の効率化に資すると考えておりますので、引き続きの御理解と
御協力をお願い申し上げます。
　最後になりましたが、公益社団法人塩釜法人会の益々の御隆盛と会員企業の皆様方の御健勝を心より祈念いたしまして、お
別れのあいさつとさせていただきます。
　ありがとうございました。

「お別れのあいさつ」

塩釜税務署

新署長プロフィール
仙台国税局では7月10日付で定期人事
異動が発令され、このたび着任された
新署長をご紹介します。
1. 出身地　2. 前任地　　 　（敬称略）

塩釜税務署長

１. 宮城県仙台市
２. 寒河江税務署
　  税務署長

あ けんだち じ

安 達　健 治

ろういちゆうさ とう

佐 藤　友一郎

【転　 出】 
（敬称略）

「着任のあいさつ」
　この度の人事異動で塩釜税務署長を拝命いたしました安達でございます。
　塩釜勤務は初めてですが、仙台市出身ということもあり、塩釜をはじめとする管轄地域には子供
の頃から旅行などで親しみを感じており、御縁のある地域で勤務できますことを大変嬉しく思って
おります。
　公益社団法人塩釜法人会の皆様方には、日頃から税務行政に深い御理解と格別の御協力を賜り厚
く御礼申し上げます。
　塩釜法人会は、税のオピニオンリーダーとして、各種説明会の開催、租税教室、税の絵はがきコ
ンクールなど、幅広い租税教育活動を通じて、税に対する正しい知識の普及と納税意識の向上に大
きく貢献していただいており、改めて感謝申し上げます。
　さて、税務当局においては、納税者の皆様の利便性向上と行政運営の効率化・高度化を図るため、
税務行政のＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を積極的に推進しております。特に、
e-Tax、キャッシュレス納付の利用拡大や事業者のデジタル化促進を進めており、ダイレクト納付
や振替納税などのキャッシュレス納付は、金融機関等の窓口に赴くことなく納付手続を行うことが
でき、事業者の皆様の事務負担軽減や利便性向上につながるものと考えておりますので、塩釜法人
会の会員企業の皆様方における利用と周知・広報について、引き続き、お力添えを賜りますようお
願い申し上げます。
　結びになりますが、公益社団法人塩釜法人会の益々の御発展と、会員企業の皆様方の御健勝を心
より祈念申し上げまして、着任のあいさつとさせていただきます。
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報

源
　
泉

＜塩釜税務署よりお知らせ＞

制度改正の
内容について
（国税庁ホームページ）

eLTAXの
利用方法について
（地方税協働機構ホームページ）

給与情報の
マイナポータル連携
（国税庁ホームページ）

参考
リンク

　令和９年１月１日以後に提出すべき令和８年分以後の給与所得の源泉徴収票については、事業者
の提出事務の負担軽減を目的として、給与支払報告書を市区町村へ提出した場合には、税務署へ給
与所得の源泉徴収票を提出したとみなされ、それに伴い、提出範囲が給与支払報告書と同じになり
ます（源泉徴収票のみなし提出の特例）。
　すなわち、給与支払報告書を市区町村へ提出した場合には、源泉徴収票を税務署に提出する必要
がなくなります。

Ｑ．この改正は、何年分の「給与支払報告書」、「給与所得の源泉徴収票」から適用されますか？
Ａ．令和９年１月１日以後に提出すべき令和８年分以後の「給与支払報告書」、「給与所得の源泉徴収票」から適用
されます。

　　※令和８年の途中で退職した従業員に係る源泉徴収票についても、令和９年１月１日以後に、そのほかの源泉徴収票
　とまとめて提出する場合には、この改正が適用されます。

Ｑ．給与支払報告書を市区町村に提出した場合、税務署に「給与所得の源泉徴収票等の法定調書合計表」を提出す
る必要はありますか？

Ａ．令和９年１月１日以後に提出すべき令和８年分以後の「給与支払報告書」を市区町村へ提出した場合は「給与
所得の源泉徴収票等の法定調書合計表」を税務署に提出する必要はありません。

　　※ただし、「給与所得の源泉徴収票等の法定調書合計表」は６つの調書に対応する兼用様式のため、給与所得の源泉徴
　収票以外の調書を税務署に提出する場合は、提出する調書について記載した合計表を併せて提出する必要があります。

Ｑ．今回の改正を機に 「給与支払報告書」のみを提出した場合、従業員はマイナポータル連携された給与情報を
利用できますか？

Ａ．eLTAXで提出された令和８年分以後の「給与支払報告書」は、マイナポータル連携の対象になりますので、
利用できます。書面や光ディスク等で提出した「給与支払報告書」は、マイナポータル連携の対象にはなりま
せんので、ご注意ください。 （「給与所得の源泉徴収票」を別途、e-Tax で提出する必要はありません。）

　　※給与情報を正しく連携するため、マイナンバー、氏名（カナ含む）、住所、生年月日等については、記載誤りや不備
　がないようご注意ください。

令和９年１月から源泉徴収票の提出方法が変わります
改正の内容

Q&AQ&AQ&A
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　令和8年7月23日㈮女性部会では、小学生を対象に「こども租税教室」
を開催しました。
　今年は、七ヶ浜町亦楽小学校に隣接するさくら放課後児童クラブを利
用している小学生38名が参加。「ドンタ君の紙芝居」で税金について学び、税金クイズでは元気に答える姿や
授業で習ったばかりの地図記号クイズに自信満々で手を挙げる姿に、嬉しくなりました。
　そして最後はお楽しみの「1億円のレプリカを持ってみよう！体験」。重い！と驚きながら必死で持ち上げる
子ども達。
　次世代の子ども達に税の大切さや、役割を知ってもらえるよう私達女性部会も前進していきます。

女性部会幹事　菊 地　いづみ

女性部会 こども租税教室
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前
回
は
、「
平
安
時
代
、
京
都
に
源
融
が

塩
竈
の
浦
の
風
景
を
写
し
た
庭
の
あ
る
大

邸
宅
河
原
院
を
造
っ
た
こ
と
。
そ
こ
で
の

営
み
が
日
本
の
文
化
に
大
き
な
影
響
を
残

し
た
」こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
今
回
は

河
原
院
の
そ
の
後
と
、
現
在
の
塩
竈
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

 

豪
壮
華
麗
な
邸
宅
も

 

鴨
川
の
川
床
、
原
野
に

　
長
年
左
大
臣
の
地
位
に
あ
っ
た
源
融
で

す
が
、
晩
年
は
摂
関
政
治
で
政
務
の
実
権

を
握
る
藤
原
氏
の
後
塵
を
拝
し
、
河
原
院

な
ど
で
風
雅
に
耽（
ふ
け
）り
、
心
の
空
虚

を
埋
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
貴
族
の
文
化
サ
ロ
ン
的
な
賑
わ

い
を
み
せ
た
大
邸
宅
も
、
源
融
の
死
に
よ
り
、

紀
貫
之
が「
君
ま
さ
で 

煙
絶
え
に
し 

塩
釜

の 

う
ら
さ
び
し
く
も 

見
え
渡
る
か
な
」と

詠
ん
だ
よ
う
に
、「
塩
竈
の
浦
を
う
つ
し
た

こ
こ
河
原
院
も
、
あ
な
た
が
世
を
去
ら
れ
、

塩
焼
く
煙
も
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い

ま
は
た
だ
、
塩
竈
の
浦
が
伝
え
る
風
情（
ふ

ぜ
い
）の
よ
う
に
、
う
ら
さ
び
し
い
景
色
が

広
が
る
ば
か
り
」と
な
り
ま
し
た
。

　
十
世
紀
前
半
に
は
、
河
原
院
は
源
融
の

子
息
か
ら
時
の
法
皇
に
献
上
さ
れ
ま
し
た
。

天
皇
が
行
幸
し
、
広
大
な
池
に
龍
頭
鷁
首

（
り
ゅ
う
と
う
げ
き
し
ゅ
）
と
呼
ば
れ
た
豪

華
な
船
を
浮
か
べ
、
管
弦（
か
ん
げ
ん
）の

催
し
が
開
か
れ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
一

方
で
は
、
源
融
の
亡
霊
の
出
現
な
ど
も
伝

え
ら
れ
、
十
世
紀
後
半
に
は
寺
と
な
り
、

歌
人
た
ち
の
集
い
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。
度
重
な
る
風
水
害
の
中
、
十
一
世
紀

に
は
隆
盛
を
取
り
戻
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
後
は
、
十
三
世
紀
初
頭
に

か
け
て
三
度
の
火
災
の
記
録
が
残
さ
れ
る

だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
の
一
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〇
三
年
の
火
災
に
つ
い
て
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「
河
原
院
焼
了
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
敷
地
の
名
だ
け
は
留
め
て
い
た

よ
う
で
す
が
、
か
す
か
に
残
っ
た
跡
も
一

四
六
七
年
〜
七
七
年
の
応
仁
の
乱
で
絶
え

て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
明

治
大
正
期
に
ま
と
め
ら
れ
た
地
誌
で
は「
跡

地
は
自
然
に
朽
ち
果
て
る
ま
ま
と
な
っ
て
、

東
部
は
川
床
と
な
り
、
西
部
は
原
野
に
戻

っ
た
」と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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吉
が
寺
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と
し

 

江
戸
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代
に
は
し
ほ
が
ま
丁
の
名

　
こ
の
河
原
院
の
跡
地
一
帯
が
ふ
た
た
び

脚
光
を
浴
び
た
の
は
、
豊
臣
秀
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天
正

の
地
割
（
じ
わ
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）」
と
呼
ば
れ
た
町
割
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変
更
を
行
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た
一
五
九
〇
年
で
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。
京
の

防
衛
と
統
制
の
た
め
、
寺
院
を
町
の
東
端

に
集
め
寺
町
と
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
河

原
院
跡
周
辺
に
も
多
く
の
寺
院
が
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
先
の
地
誌
で
は
「
大
い
に
拓

（
ひ
ら
）け
、
寺
院
輻
輳（
ふ
く
そ
う
）の
地

と
な
る
」と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
本
覚
寺（
ほ
ん
が
く
じ
）は
一
五
九
一
年

に
現
在
の
地
に
移
転
し
て
き
ま
し
た
。
同

寺
に
は
源
融
座
像
が
伝
わ
り
、
か
つ
て
こ

の
地
に
あ
っ
た
と
い
う
塩
竈
神
社
の
扁
額

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
く
の
上
徳
寺（
じ

ょ
う
と
く
じ
）は
一
六
〇
三
年
に
徳
川
家
康

に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
山
号
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『
鹽
竈
山
（
え
ん
そ
う
ざ
ん
）』、
ご
住
職
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苗
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塩
竈
』で
す
。
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、
塩
竈
の
景
を
写
し
た
庭
で
製
塩
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
さ
れ
、

一
六
三
七
年
の
絵
図
に
は「
し
ほ
が
ま
丁
」、

一
七
六
二
年
か
ら
は「
塩
竈
町
」と
表
記
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
本
塩
竈
町（
も
と
し
お
が

ま
ち
ょ
う
）は
、
本
覚
寺
境
内
に
河
原
院
塩

竈
の
跡
が
あ
っ
た
こ
と
を
由
来
に
、
明
治

四
年
に
そ
れ
ま
で
の「
下
寺
町
」か
ら
本
塩

竈
町
に
な
っ
て
い
ま
す
。

  

二
〇
〇
五
年
、
京
都
を
訪
問

 

こ
れ
か
ら
も
交
流
を
重
ね
て

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
み
な
と
し
ほ
が
ま
は
、
二
〇
〇
五

年
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京
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と
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縁
を
訪
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る
旅
」を
行
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、

京
都
と
の
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始
ま
り
ま
し
た
。
翌
年
に

は
上
徳
寺
の
ご
住
職
を
お
招
き
し
て
講
演
会

な
ど
を
行
っ
て
い
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。
東
日
本
大
震
災
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に
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、
京
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援
の
た
め

の
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ベ
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交
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。

　
源
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、河
原
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塩
竈
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風
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し
、

藻
塩
を
焼
く
煙
を
た
な
び
か
せ
、
歌
枕
と
し

て
塩
竈
の
名
声
を
高
め
る
と
と
も
に
、
我
が

国
の
庭
園
文
化
を
は
じ
め
、
和
歌
や
古
典
、

能
楽
な
ど
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。

　
千
年
、
そ
し
て
み
ち
の
く
と
京
都
、
時
空

を
超
え
た
古
都
と
の
交
流
は
、
塩
竈
の
新
た

な
可
能
性
を
切
り
拓
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

Relay Talk
vol. 68

明
日
へ

明
日
へ

リ
レ
ー
ト
ー
ク

千
年
の
彼
方
よ
り

　
　
京
に
吹
く
塩
竈
の
風

　
　
　
　   

― 
源
融
の
事
蹟 

― 

下

京都市下京区塩竈町の老
舗茶舗で販売されている
抹茶「千賀の浦」と「塩竈」。
ふくよかな甘みが残る味
わいでした。

河原院は京都駅から北東に約1kmの地にあ
った。（制作：阿部光浩氏）

錦天満宮（新京極通）の境内末社・塩竈神社。
同宮はかつて河原院跡にあり、そこには源融
をご祭神とする塩竈神社も鎮座していた。現
在地への移転の際、塩竈神社も一緒に移り、
同社は安産の神としてまつられている。



令和8年9月15日（6）法　人　ニ　ュ　ー　ス（第370号）



（7）令和8年9月15日 法　人　ニ　ュ　ー　ス （第370号）

8P間違い探し『一本刀土俵入』の答え：①男性のまげ（左上）  ②くし（中上）  ③女性の左手（右上）  ④男性のえり（左中）  ⑤手ぬぐい（中下）  ⑥波（右下）  ⑦瓦（右下）



令和8年9月15日（8）法　人　ニ　ュ　ー　ス（第370号）

【会報誌バックナンバー】  http://www.marine-blue.or.jp/news.html

参加申込は、広報誌9月号同封のチラシ又はホームページ掲載
のチラシよりお申し込み願います。
※お車でご来場の際は、恐れ入りますが最寄りの駐車場をご利用ください。

参加者募集中!

年末調整の手順や誤りやすい事項を取りまとめている
チェック表の活用などのポイントについて説明します。
〔日 時〕  令和８年11月20日（金） 10：00～
〔会 場〕  マリンゲート塩釜マリンホール
〔講 師〕  塩釜税務署 法人課税第一部門　担当官

４．年末調整説明会

法人税・消費税・源泉所得税等の基本的な知識と経理
処理について説明します。
〔日 時〕  令和８年10月6日（火） 10：00～
〔会 場〕  マリンゲート塩釜２階ベイサイドルーム
〔講 師〕  塩釜税務署 法人課税第一部門　担当官

２．新設法人説明会

一定のルールやよく指摘される事例、源泉所得税の誤り
やすい項目等について説明します。
〔日 時〕  令和８年10月15日（木） 10：00～
〔会 場〕  塩釜商工会議所
〔講 師〕  塩釜税務署 法人課税第一部門　担当官

１．経理担当者実務セミナー

決算に際し誤りやすい項目について説明します。
〔日 時〕  令和８年11月6日（金） 10：00～
〔会 場〕  塩釜商工会議所
〔講 師〕  塩釜税務署 法人課税第一部門　担当官

３．決算法人説明会

あ
と
が
き

　
広
報
委
員
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
２
年
目
に
な
り
ま
す
。
毎
回

は
参
加
で
き
ず
に
お
り
ま
す
が
、

委
員
の
方
々
の
熱
心
な
編
集
作

業
と
、
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
出
来
上
が
っ
て
い
く
広

報
誌
を
、
私
自
身
が
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
号
も
お
読
み
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
よ
り
良
い
誌
面
作
り
に

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
委
員　

岩
本　
克
子

塩
釜
法
人
会
は
、
塩
竈
市
・
多
賀

城
市
・
松
島
町
・
七
ヶ
浜
町
・
利

府
町
管
内
の
約
1
0
0
0
社
の

会
社
・
事
業
者
が
加
入
す
る
経
営

者
の
団
体
で
す
。

法
人
会
の
入
会
メ
リ
ッ
ト
は
次

の
と
お
り
で
す
。

１ 

多
種
多
様
の
経
営
者
と
の
出

　

 

会
い
が
、
新
た
な
仲
間
づ
く

　

 

り
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に

　

 

繋
が
り
ま
す
。

2 

経
営
者
や
従
業
員
も
利
用
で

　

 

き
る
福
利
厚
生
制
度
が
充
実

　

 

し
て
い
ま
す
。

3 

各
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
会
や
著 

　

 

名
人
に
よ
る
講
演
会
に
無
料 

　

 

で
参
加
で
き
ま
す
。

新
入
会
員
募
集

表紙に掲載する写真を公募しています！
読者の皆様に活動エリアである２市３町のイベ
ントや風景などを当会へご送付いただき、委
員会で精査した後掲載いたします。詳細は、
下記URLまたは2次元コードからどうぞ
http://www.marine-blue.or.jp/topix/20250630.html

「アンケートのお願い」
「法人ニュースしおがま」9月号 
(Vol.370)を発行いたしました。
読者アンケートを実施しておりま
す。ご回答は2次元バーコードか
らお願いします。

右
の
絵
と
左
の
絵
に
は
相
違
点
が
７
か
所
あ
り
ま

す
。見
つ
か
り
ま
す
か
な
？（
答
え
は
7
ペ
ー
ジ
）

【
作
者
紹
介
】神
谷
一
郎（
か
み
や
・
い
ち
ろ
う
） 

専
修
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
漫
画
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
経
て

漫
画
家
に
。
現
在
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

と
し
て
、
雑
誌
・
広
告
・
水
彩
画
挿
絵
等
で
活
躍
中

利 府
利 府
多賀城

清掃業
飲食店

㈱ジオクリエート
一六八

利府町春日字岩沢45‒1
多賀城市高橋2‒5‒27 エルシャンテ201

渋谷　幸一
齊藤　誉幸

所在地代表者 業 種支 部 名　称

〔新会員紹介〕R8.6.27～R8.8.13【加入3社】
◎入会者の公開範囲の選択により、広報紙等でご紹介できない会員、項目等があります。

〔受講料〕 無料
（筆記用具をご持参ください）

活
動
フ
ォ
ト
レ
ポ
ー
ト

日　　　時 名　　　称 会　　場
令
和
8
年

9月15日㈫
9月16日㈬
9月16日㈬
9月16日㈬
9月16日㈬
9月16日㈬
9月25日㈮
9月25日㈮
9月29日㈫
10月  6日㈫
10月  8日㈭
10月  8日㈭
10月13日㈫
10月14日㈬
10月15日㈭
10月16日㈮
10月20日㈫
10月23日㈮
11月  6日㈮
11月17日㈫
11月20日㈮
11月20日㈮

県連　第２回総務委員会
組織委員会
塩釜税務署長セミナー
役員・支部役員合同会議
厚生制度連絡協議会
交流会
絵はがきコンクール審査会
県連　第２回税制委員会
県連　第２回理事会
新設法人説明会
資産形成セミナー
全国大会茨城大会
税に関する標語審査会
県連　役職員研修会
経理担当者実務セミナー
広報委員会
県連　厚生委員会
県女連　移動研修会
決算法人説明会
東北六県連　会長会・運営協議会
年末調整説明会
全国青年の集い島根大会

15：00
13：30
15：00
16：00
16：45
17：00
14：00
15：00
12：00
10：00
10：30
14：00
14：00

10：00
16：00
15：00
10：40
10：00

10：00
15：30

仙台ビルディング
ホテルグランドパレス塩釜
ホテルグランドパレス塩釜
ホテルグランドパレス塩釜
ホテルグランドパレス塩釜
ホテルグランドパレス塩釜
マリンゲート塩釜マリンホール
仙台ビルディング
江陽グランドホテル
マリンゲート塩釜ベイサイドルーム
マリンゲート塩釜ベイサイドルーム
水戸市民会館
マリンゲート塩釜マリンホール
仙台国際ホテル
塩釜商工会議所
法人会事務所
大同生命ビル
塩釜
塩釜商工会議所
江陽グランドホテル
マリンゲート塩釜マリンホール
松江市総合体育館

これからのスケジュールこれからのスケジュール

7
つ
の
間
違
い
探
し

7
月
24
日
（
金
）　

青
年
部
会

7
月
例
会
（
仙
台
ク
ラ

シ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
）

8
月
27
日
（
木
）

女
性
部
会　

税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
予
備
審
査
会
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